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低速部single cell cavityと類似のcavityを京大複合研（KURNS）FFAG ERITリングで開発・運用

本プロジェクトに向けて、RF基本特性を把握するため、ERITの大口径ビームダクトを備えたcavityの特性試験を実施

Table 1: Measured and analyzed 
values of the resonance frequency.

実験値解析値モード
18.7318.861
96.4196.142
99.3799.653

取り組みの経緯



•課題

空洞設計 ：RF基本設計（先行検討）、構造設計
大口径関連 ：隣のセルとの干渉
カプラー ：high power、CW、低周波数（200kW CW東芝製 同軸152 or 203D）
真空接続 ：省スペース(ピローシール)、作業性
制御 ：チューニング、電圧・位相制御（各空洞独立制御）
ビーム集束系 ：磁場計算、隣のセルの磁場の干渉、熱・ビームロス等工学設計、大口径
異材接合 ：Fe-Cu クラッド（メッキ）
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